
教育事業別報告書

事業名 教職員スキルアップセミナー

趣 旨 教師にとって指導力を向上させることは重要な責務である。教科指導はもちろん，生活
指導や食育も含め，「なすかしの森」での体験活動等を生かした指導法を学び，児童生徒へ
の教育的効果を高める。

期 間 平成２５年 ８月２２日（木）

募集人員 幼稚園，小・中学校教員，教育行政関係者 １００名
(募集結果) （幼稚園，小・中学校教員，教育行政関係者 １０２名）

① 事業の特色

体験活動を生かした教科学習等の講義・演習をとおして，集団宿泊学習での活動はもとより，学校
現場でも活用できる実践的な指導力を身につけるため，ワークショップ（Ａ～Ｅ部会の選択）と全
体での講演を実施した。
＜ワークショップ＞
Ａ 理科部会 講 師：茨城県結城市立城南小学校 教諭 湯本 勝洋 氏
「子どもを引きつける理科の指導法」

Ｂ 図画工作科部会 講 師：福島県もりの案内人県南支部長 棚邉美根子 氏
「子どもの興味関心を高める表現活動～木工クラフト」

Ｃ 総合的な学習の時間部会 講師：エコシステムアカデミー インストラクター篠崎文彦氏
「森林環境学習と紙すき体験」

Ｄ 特別活動部会 講 師：国立青少年振興機構事業課長兼指導主幹 北見 靖直 氏
「青少年教育のなかで必要なコミュニケーション力～ 30日間セルフ・チャレンジキャンプ～」

Ｅ キャリア教育部会 講 師：茨城県教育庁生涯学習課社会教育主事 鈴木 昭博 氏
「教職員のためのキャリア教育」

＜講 演＞
○ 演 題 「学校教育の現状と体験活動の教育的効果」
○ 講 師 茨城大学 生涯学習教育研究センター 准教授 長谷川幸介 氏

【長谷川先生の講演】 【総合部会：紙すき体験】 【特活部会：北見課長の講義】

② 事業の成果と課題

〈事業の成果〉
・ 学校教育現場で活用できる多様なワークショップを実施したことにより、参加者は意欲的に研
修を行っていて、2学期の学習で生かそうとするなど大変好評であった。

〈事業の課題〉
・ 1 日で午前・午後のワークショップと講演があり、参加者にとっては過密日程になりがちであ
った。また、今回は室内での講義が中心であったので那須甲子の環境を生かすなど、参加者のニ
ーズにあったプログラムの精選を図っていく必要がある。

③ その他

・ 西郷村教育委員会と西郷村内小・中学校との連携により，西郷村からは多くの教職員の参加が
あった。今後，西郷村外の教職員の参加も、さらに呼びかけていきたい。


